
■
地
区
公
民
館
が

　
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に

■
子
育
て
医
療
制
度
を
拡
充

■
子
育
て
特
集

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

③④⑥

～
平
成
25
年
村
山
市
成
人
式
～

　
平
成
2
5
年
の
村
山
市
成
人
式

が
1
月
1
3
日
、
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
色
と

り
ど
り
の
鮮
や
か
な
着
物
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
2
1
6
人
が
参
加

し
、
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
長

の
高
橋
秋
穂
さ
ん
が
「
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
新

成
人
を
代
表
し
て
松
田
竜
さ
ん
と

須
藤
芹
香
さ
ん
が
「
絆
と
希
望
を

胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
の

た
め
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

市
民
の
友

市
民
の
友

2.1
2.1

2
0
1
3（
平
成
2
5
年
）

N
o
.1
1
2
0
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■
バ
ン
タ
ム
級

優
勝　

林　

国
孝
さ
ん
（
楯
岡
）

　

第
六
十
四
回

全
日
本
社
会
人

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ

ク
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
が
昨
年

の
十
二
月
二
十

一
日
か
ら
四
日

間
、
山
形
市
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
の
開
会
式
で
は
、
ぎ
ふ

清
流
国
体
の
成
年
バ
ン
タ
ム
級
で
準
優

勝
し
た
林
国
孝
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
お

こ
な
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
る
三
試

合
を
勝
ち
抜
き
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
十
二
月
二
十
七
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
佐
藤
市
長
と
高
橋
政
美

市
体
育
協
会
会
長
に
優
勝
を
報
告
。「
仕

事
と
の
両
立
、
そ
し
て
寒
さ
の
た
め
に

減
量
が
困
難
だ
っ
た
。
練
習
相
手
が
い

な
い
こ
と
が
一
番
大
変
。
し
か
し
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
パ
ワ
ー
が

増
し
相
手
選
手
を
倒
す
機
会
が
増
え
て

い
る
」
と
社
会
人
選
手
に
な
っ
て
の
苦

労
と
、
練
習

を
積
み
重
ね

て
き
た
自
信

を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
市
長

が
「
目
標
は

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
や
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
す
か
」
と

尋
ね
る
と
、
林
さ
ん
は
「
ま
ず
は
、
日

本
の
大
会
で
は
常
に
一
番
で
あ
り
た
い
。

今
回
の
優
勝
で
海
外
試
合
の
機
会
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
自
分
の
力

を
試
し
た
い
」
と
控
え
め
な
が
ら
も
力

強
い
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
月
五
日
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を
会

場
に
四
十
八
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

新
春
恒
例
の
市
民
囲
碁
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
Ａ
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）

第
６
位　

日
塔　

正
（
大
久
保
）

■
Ｂ
ク
ラ
ス
（
四
段
以
下
）

第
２
位　

井
田　

則
夫
（
楯
岡
）

第
６
位　

岩
岡　

認
（
楯
岡
）

■
サ
ロ
ン
薬
師
（
土
生
田
）

　

一
月
十
六
日
、
土
生
田
第
二
公
民
館

を
会
場
に
サ
ロ
ン
薬
師
（
宮
古
良
策
代

表
）
の
み
な
さ
ん
約
三
十
人
と
佐
藤
市

長
が
、
活
発
な
意
見
交
換
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
主
な
ご
意
見
は　

次
の
と
お

り
で
す
。

・
介
護
保
険
料
が
県
内
で
一
番
安
い
こ

と
に
つ
い
て

・
消
雪
ポ
ン
プ
の
修
繕
に
つ
い
て

・
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

市
長
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、
随
時

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
市
総
務
課
秘
書
係　

☎
内
線
202

　

山
形
県
知
事
選
挙
が
一
月
十
日
に

告
示
さ
れ
、
吉
村
美
栄
子
氏
の
ほ
か

に
立
候
補
の
届
出
は
な
く
、
吉
村
氏

の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十

三
日
ま
で
で
す
。

山
形
県
知
事
選
挙

吉
村
美
栄
子
氏
が
無
投
票
当
選

表
彰
・
入
賞

表
彰
・
入
賞

表
彰
・
入
賞

表
彰
・
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
日
本
社
会
人
ア
マ
チ
ュ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

村
山
市
長
杯
争
奪

新
春
市
民
囲
碁
大
会

土生田のみなさんと意見交換意見交意見交生田
〝
市
長
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
〞を

開
催
し
ま
し
た

問
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市
内
八
地
域
に
開
設
し
て
き
た
「
地

区
公
民
館
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
」
が
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
地
域
住
民

団
体
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
四
月
一
日

よ
り
「
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称

お
よ
び
機
能
が
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

分
か
り
や
す
く

　

こ
れ
ま
で
地
区
公
民
館
・
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
は
社
会
教
育
施
設
と
し
て
位

置
付
け
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
次
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

●
同
じ
施
設
に
地
区
公
民
館
・
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
名

称
が
あ
り
、
分
か
り
に
く
い

●
市
民
活
動
が
多
様
化
す
る
中
で
、
地

区
公
民
館
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
は

教
育
委
員
会
所
管
の
公
民
館
と
し
て

よ
り
も
、
市
長
部
局
所
管
の
総
合
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
機
会
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
る

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
各
地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

各
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

中
核
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
地
区
公
民
館
・
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習
活
動
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心

と
し
た
地
域
お
こ
し
、
福
祉
、
防
災
、

環
境
活
動
な
ど
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

た
た
め
、
よ
り
現
状
の
活
用
実
態
に
あ

っ
た
施
設
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
併
せ
て
、使
用
が
混
在
し
て
い
た「
地

区
」「
地
域
」
を
「
地
域
」
に
統
一
し
、

こ
れ
ま
で
の
地
区
公
民
館
長
に
代
わ
っ

て
「
市
民
セ
ン
タ
ー
長
」
お
よ
び
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
地
域

づ
く
り
推
進
員
」
を
配
置
し
て
い
き
ま

す
。身

近
な
拠
点
施
設
を

目
指
し
て

　

市
で
は
、
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
体

制
を
強
化
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
密
接
に
連
携
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

窓
口
業
務
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
。
今
後
も
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
身
近
な
拠
点
施
設
と
し
て
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
区
公
民
館
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が

　
　

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト

地区公民館・地区市民センターから地域市民センターへの移行内容

平成 24 年度まで 平成 25 年度から

施設の名称
○○地区公民館
○○地区市民センター

○○地域市民センター

施設の性質 社会教育施設 コミュニティ施設（公民館機能を含む）
設 置 根 拠 社会教育条例 市民センター条例

職 員 体 制

地区公民館長
社会教育推進員
地域専門員
事務補助員
地域づくり嘱託員（楯岡のみ）

市民センター長
（地域からの推薦により任命）
地域専門員
地域づくり推進員（新たに雇用）
事務補助員（楯岡のみ）

設 置 主 体 教育委員会・市長部局 市長部局
運 営 主 体 教育委員会・市長部局 市長部局
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●対象年齢の拡大
　子育て家庭への支援をより推進するため、現

在、小学４年生までのお子さんを対象にした医

療費の無料化を、平成 25年 4月より小学 6年

生まで拡大します。

●制度の拡充内容
　外来・訪問看護に対

する支給対象者を小学

6年生まで拡大し、扶

養者の所得や所得税の

課税・非課税に関係な

く、保険対象医療に対

する自己負担額を無料化します。なお、入院に

対する医療費については、これまで同様、中学

生まで無料となります。

※医療証の交付方法等については、市民の友 3

月 15日号でお知らせします。 問い合わせ　市保健課国保医療係  ☎内線 134

対象者

医療費自己負担割合

外　来・
訪問看護

入　院

未就学児 無　料 無　料

小学
1～4年生

無　料 無　料

小学
5～6年生

3 割負担→無料 無　料

中 学 生 ３割負担 無　料

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
ま
で

｢

ね
ん
き

ん
定
期
便｣

な
ど
で
ご
確
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
、
約
二
千
二

百
万
件
の
持
ち
主
が
確
認
で
き
な
い
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

■
年
金
記
録
が
見
つ
か
っ
た
例

①
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記
録

②
結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録

③
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ

て
い
た
記
録　

な
ど

　

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら

｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

を
使
っ
て
、

持
ち
主
不
明
の
記
録
の
中
に
、
ご
自
身

の
記
録
が
あ
る
か
調
べ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
年
金
記
録
に

｢

も
れ｣

や

｢

誤
り｣

が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の

方
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
寒
河
江
年

金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
年
金
相
談

　

寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
、
ご
希
望
の

時
間
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

2
月
8
日
（金）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所　

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
課
国
民
年
金
係  

☎
内
線
115

国
民
年
金
情
報

定
例
年
金
相
談

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

国
立
病
院
機
構
山
形
病
院
内

　

（
山
形
市
行
才
１
２
６

－

２
）

☎
０
２
３（
６
８
１
）３
３
９
４

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
と
は
、
脳
卒
中

や
交
通
事
故
で
の
脳
損
傷
な
ど
に
よ
り
、

覚
え
る
・
話
す
・
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
普
通
に
で
き
て

い
た
日
常
生
活
の
活
動
が
う
ま
く
で
き

な
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
県
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
の

専
門
窓
口
と
し
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開
設
日
時　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
休
日

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

聴
覚
障
が
い
者
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

山
形
県
小
白
川
庁
舎
４
階

　

（
山
形
市
小
白
川
町
２

－

３

－

30
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３（
６
６
６
）７
６
１
６

　

聴
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
、
手
話
や
筆
談
に
よ
る
相
談
支
援
、

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
各
種
情
報
機
器
の

貸
出
し
な
ど
、
支
援
や
情
報
提
供
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　

月
曜
〜
金
曜
日(

祝
休
日

除
く)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
144

4 月から

子育て支援医療制度を拡充

生

活

福

祉

情

報

子育て支援医療制度を拡充
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環境都市むらやまを目指して

 環境☆市民の広場
問い合わせ

市環境課環境係

☎内線 244

　村山市環境基本計画は平成 20 年

3月に策定以来、約５年が経過しま

す。その間、環境技術の進歩や社会

情勢の変化に加え、東日本大震災の

発生による新たな対応も必要になっ

てきました。継続する課題を整理し、

さらに「環境都市むらやま」を推進

するため、基本計画の後半 5 か年

での施策 10 項目を追加した見直し

案を策定しました。

　見直しにあたり計３回の市環境懇

談会を開催し、委員各位より意見を

いただきました。今後、市民から広

く意見を募り、今年３月までに基本

計画の見直しを決定する予定です。

意見募集期限　2月 15日（金）

村山市環境基本計画を見直します。ご意見をお寄せください

雑紙を回収します
　雑紙リサイクルへのご協力ありがとうございます。

今年度最後の雑紙のステーション回収を下記の日程

でおこないます。次の点に注意して、ご協力をお願

いします。

1．回収は雑紙のみ
　新聞・雑誌・広告類は含みません。

2．ビニールの袋やガムテープは使わない
　紙袋や大きめの封筒にそのまま入れてください。

3．ごみステーションの管理をお願いします
　ステーション周辺の除雪や清掃をお願いします。

　3月の回収日　

３月  ３日（日）　西郷・大倉・袖崎地域

３月 10日（日）　大久保・冨本・戸沢・大高根地域

※楯岡地域は楯岡元気なまちづくり協議会で 2月

23日（土）・24日（日）に実施します。詳細は、協

議会からのお知らせをご覧ください。

　市では1月15日、16日の 2日間、

エコアクション21の更新審査を受け

ました。審査結果は「適合」で、今

後2年間の承認登録をおこないます。

外部審査人３人から市長へのインタ

ビューや各課・施設での環境目標の

設定、活動計画の実施状況の聴き取

り、現地審査がおこなわれました。

　審査人からはエコアクション 21

を活用した市環境基本計画の推進の

ためのさまざまな事業展開に対し高

い評価をいただきました。今後、さ

らに環境都市むらやまの推進に活か

していきます。

認証・登録期間

平成 26年 12月

25 日まで

※エコアクションの取組みは、市ホ

ームページにも掲載していますの

でご覧ください。

エコアクション21を更新

市環境基本計画見直し（案）　～計画追加項目

⑴水環境保全のための森林購入規制等の取組み推進

⑵廃棄物処理施設に関する新たな指導要綱の策定検討

⑶電気自動車などの普及拡大と急速充電器設置促進

⑷果樹剪
せん

定枝、間伐材、枯損木など木質バイオマス

エネルギー活用の仕組みづくりの検討

⑸環境活動をおこなう団体や地域の育成

⑹事業所や学校、市民団体間の環境交流の拡大

⑺積極的な環境情報の提供

⑻街路灯、防犯灯、公共施設街灯のＬＥＤ化

⑼公共施設への省エネルギー型、自然

エネルギー型機器の導入

⑽家庭のエネルギー管理システムの研

究と設置支援



6市民の友　むらやま　2013.2.1

平
成
二
十
四
年
四
月
に
洗
心
児
童
館
か
ら
袖
崎

小
学
校
内
に
移
設
し
、
放
課
後
の
び
の
び
と
体

育
館
で
遊
ぶ
洗
心
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち

←　
　
　

　

平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
公
設
民
営

の
学
童
保
育
所（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

「
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
冨
本
小

学
校
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
は
、
授
業
終
了
後
や
夏

休
み
な
ど
の
学
校
休
業
日
に
、
保
護
者

が
留
守
に
な
る
家
庭
の
児
童
を
安
心
安

全
に
お
預
か
り
す
る
施
設
で
す
。
少
子

化
や
核
家
族
化
に
伴
い
市
内
の
各
地
域

で
も
設
置
を
望
む
声
が
年
々
高
ま
り
、

市
で
は
「
村
山
元
気
っ
子
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
未
設
置
学
区
へ
の
開
設
を
優

先
施
策
と
し
て
掲
げ
、
実
現
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
冨
本
地
域
で
の
開
設
に

加
え
、
大
久
保
小
学
校
の
児
童
が
校
舎

建
て
替
え
の
た
め
一
時
的
に
戸
沢
小
学

校
内
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
平
成
二
十

五
年
四
月
か
ら
は
市
内
全
地
域
の
児
童

が
学
童
保
育
所
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
育
て
推
進
本
部
の
機
能

を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

　

市
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
定
め
た
村
山
市
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）「
未
来
に
つ
な
ぐ
村

山
元
気
っ
子
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年

四
月
に
全
庁
的
に
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
「
子
育
て
推
進

本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安心して子育てができる環境を

◆会員を募集します
　主に、冨本小学校児童が対象です。

開所日　

小学校登校日の放課後および小学校

休業日（日曜 ･祝日、お盆、年末年

始を除く）

保育時間　

・登校日の学校終了時～午後 6時

・休業日の午前 8時～午後 6時

・延長は午前 7時 30分～午後 7時

開設場所　

冨本小学校体育館内控室

登録料　3,000 円（保険料含む）

保育料

・毎日会員

　1～ 3年生　9,000 円／月

　4～ 6年生　6,000 円／月

　土曜日利用料　500 円／日

・時々会員　

　登校日 1,000 円／日

　休業日 1,500 円／日

延長保育　100 円／ 30分

申込み　

2月 15 日（金）まで冨本小学校また

は冨本児童センターに申込書を提出

してください。

問市福祉事務所子育て推進係

　☎内線 159 

冨本地域の

オリジナル

キャラクター

「はや丸」　→

問

はや丸キッズクラブ
放課後児

童クラブ

平
成
平
成
平
成
平
成
二
十
二
十
二
十十

月
にににに
洗
心心心心

放放
課

の
子
の
子
の
子
の
子
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安心して子育てができる環境を

　

子
育
て
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

が
あ
っ
て
で
き
る
も
の
で
す
。
市
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
に
関
す
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
互
い
に
支
え
合
う
意
識
啓
発
と

環
境
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
」
だ
か
ら
こ
そ

　
　
　

子
育
て
は
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら

問い合わせ

子ども福祉係  ☎内線149

子育て推進係  ☎内線159

子育て家庭の相談

直通電話　　☎（53）4788

出
会
い　

  

子
育
て
応
援
情
報

　

男
女
の
出
会
い
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
出
会
い
、
す
て

き
な
保
育
者
と
の
出
会
い
、
子
ど
も
の
遊
び
友
達
と
の

出
会
い
、
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
お
母
さ
ん
同
士
の

出
会
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て

を
応
援
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

市ホームページ　http://www.city.murayama.lg.jp/

  ＜ 2月の親子交流イベント・講座＞
 白抜き文字の行事  …●親子交流ひろば  ☎（53）0901　　　　　※記載がない場合、会場は親子交流ひろば
 黒文字の行事  …●子育て支援センターぐんぐん  ☎（56）2002　※FAX兼用、子育て相談もできます

問

問

 ひだまり保健室 
　身長と体重の測定ができます。

日時　7日（木）　午前 10時 30分～ 11時

 子育て応援トーク「ごっとさん、どうしよう…」 
　事前申込みが必要。聞いた後に思

わずわが子を抱きしめたくなる、子育

てのお話です。ぜひ、ご参加ください。

日時　9日（土）　
　　　午後 1時 30分～ 3時
会場　甑葉プラザ２階  会議室
対象　子育て中の方、子育てに興味のある方
内容　｢ごっとさん、どうしよう…｣（荘内日報社）

の著者で助産師の後藤敬子氏による講演会
託児　予約制（1名につき500円、定員15名）
　　　6か月児～小学校低学年児童が対象

 おばあちゃんと遊ぼう＆ロンパーカーの日 
　地域のおばあちゃんと一緒に遊びましょう。なか

よしルームを開放します。

日時　15日（金）  午前 9時 30分～11時 30分

 ２月生まれのお誕生会 
　事前申込みが必要。先着15組。お友達もどうぞ。

日時　27日（水）　午前 11時 15分～正午

 出前保育 

　未就園児が対象。育児相談にも応じます。

期日と会場
6 日（水）　西郷児童センター
8日（金）　冨本児童センター
時間　午前 9時 30分～ 11時 30分

 ぐんぐん広場 

　未就学児の親子が対象。どなたでもお越しください。

期日と会場　22日（金）　市民体育館（碁点）
時間　午前 9時 30分～ 11時 30分

相談メールアドレス（ぐんぐん子育てメール）
gungunkosodate@city.murayama.lg.jp

NPO 法人ポポーのひろばホームページ
http://popoh.org/

　　◆子育て支援者養成講座
　講座を受講して、託児など地域の

子育て支援のお手伝いをしませんか。

期間　3月 4日（月）～ 7日（木）

内容　詳しくは、市報２月１日号

と一緒に配布されるチラシをご覧

ください。

■NPO法人やまがた育児サーク

ルランド  ☎ 023（673）9336

問

　　　　◆親子科学教室
　父親の育児参加をテーマに、親子参加のイベントを

開催します。事前申込みが必要。親子（母親も可）20組。

日時　2月 10日（日）　午前 10時～正午

会場　市民会館  大会議室

対象　5歳～ 10歳児くらいの親子

内容　牛乳パックを使ってカメラを作り写真撮影をしよう

講師　栗山恭直氏（山形大学 SCITAセンター）

■市企画財政課企画係  ☎内線 224問

◆子育て
受講者募

集

◆親子男女共同
参画
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まるぼ

の会声の宅配班（湯口玲子班長）のみなさ

んは、視覚障がいがある方や文字が見えにくい

方へ、市報を読み上げたカセットテープを届け

るボランティア活動をおこなっています。現在、

利用している方は 8人。滑舌や読み上げなど

の練習後、録音作業が始まります。間違えない

よう集中するため、録音中は緊迫した雰囲気に

包まれます。メンバーのみなさんは「利用者か

らの意見や感謝の声が励みです」と笑顔で話し

ながら地道な作業を進めていました。

　第 39回山形交響楽団村山定期演奏会が 1月

11日、市民会館でおこなわれました。今年も音

楽監督の飯森範親さんが、モーツァルトの交響

曲2曲を指揮。ヴァイオリン協奏曲第4番では、

ソリストの南紫音さんが名器ストラディバリウ

スを用い、指揮者なしで楽団と息のあった繊細

な旋律と迫力あるサウンドを披露しました。

　演奏終了後、飯森さんが観客のみなさんに「創

立名誉指揮者の村川千秋さんが名誉市民となり

とてもうれしいです」と喜びを話していました。

ニューイヤー・モーツァルトコンサート

　の会声の宅配班／市報を届けて25年目

ボ

ボ

　

子
の
心
、
親
知
ら
ず
⁉
討
論
会
が
一

月
二
十
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

考
え
方
や
行
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

親
と
し
て
、
大
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
か
を
話

し
合
う
た
め
、
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
（
大
沼
廣
志
会
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

　

討
論
会
で
は
、
各
小
中
学
校
の
代
表

が
ひ
と
り
ず
つ
「
村
山
市
の
明
る
い
未

来
を
築
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

を
発
表
。
東
沢
バ
ラ
公
園
を
も
っ
と
宣

伝
し
た
い
、
空
地
や
空
家
を
有
効
利
用

し
た
い
、
若
い
世
代
が
住
み
た
い
ま
ち

に
し
た
い
な

ど
、
子
ど
も

た
ち
が
考
え

た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

の
意
見
が
発

表
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て

十
班
に
分
か

れ
て
グ
ル
ー

プ
討
論
が
お

こ
な
わ
れ
、

発
表
さ
れ
た

意
見
に
つ
い

て
、
子
ど
も
と
大

人
が
一
緒
に
な
っ

て
意
見
を
交
換
し

合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合

わ
れ
た
内
容
が
報

告
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
村
山
市
を

も
っ
と
良
く
し
た
い
、
好
き
に
な
ろ
う

と
い
う
発
言
に
、
参
加
し
た
大
人
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

報
告
さ
れ
た
主
な
意
見

・
空
地
や
空
家
を
活
用
し
、
お
店
を
も

ち
た
い
人
や
手
伝
っ
て
く
れ
る
高
齢

者
な
ど
を
募
集
し
活
性
化
を
図
る

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
学
校
に
設
置
し
、

　

環
境
意
識
の
向
上
を
図
る

・
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
大
人
が
ど

う
支
援
し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る

・
雪
対
策
が
転
出
者
を
減
少
さ
せ
る

・
東
沢
公
園
を
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と

遊
べ
る
公
園
に
し
て
ほ
し
い

・
農
業
を
企
業
化
し
、
若
者
と
高
齢
者

が
働
く
機
会
や
利
益
が
上
が
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

　

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
意
見
や

提
言
が
報
告
さ
れ
、
市
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

子
の
心
、
親
知
ら
ず
!?
討
論
会
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消費生活相談移動窓口
　悪質商法、借金問題などでお悩みがあれば、

お気軽にご相談ください。

相談日　2月 12日（火）、26日（火）

時　間　午後 1時 30分～ 4時 30分

会　場　甑葉プラザ

※市民課でも随時、受け付けています。

直通相談電話　☎（55）2123

問い合わせ　市民課安全係  ☎内線 114

バラ園入園券に

広告を掲載しませんか

入園券の使用期間

平成 25年のバラまつり（6月上旬～ 7月上旬）

と秋のバラまつり（9月中旬～ 10月上旬）

広告の内容

・入園券の裏面（黒１色刷り）

・大きさはタテ 70ｍｍ×ヨコ 58ｍｍ

※申込みが 1件の場合、2枠使用も可能

掲載料　1枠 25,000 円

掲載の決定

内容を審査し決定します。なお、市内事業所等

を優先し、申込み多数の場合は抽選します。

申込期限　2月 15日（金）

申込み・問い合わせ

市商工文化観光課観光交流係  ☎内線 154

■求職者・起業者向けの無料相談会
　特定社会保険労務士による就職に関する

個別相談です。事前にご予約ください。

期日　2月 9日（土）、14日（木）、20日（水）

　　　27日（水）

時間　午前 9時～午後 4時

会場　甑葉プラザ 2 階 ラウンジ

　継続募集中　

雇用拡大メニュー

■村山ブランド開発販売戦略セミナー
　地元産『大豆』の高付加価値化について、

先進事例から学びます。

期日　2月 7日（木）、14日（木）

時間　午後 7時～ 8時 30分

会場　クアハウス碁点

内容

①「有機農業から始まったこれまでの軌跡」

講師：井村辰二郎氏

②持続可能な地域経済の構築を目指す中で

「大豆」の可能性は？　講師：門脇武一氏

人材育成メニュー

■観光案内人養成講座
　観光に関する基礎知識からおもてなしの

心まで、実践的なことを学びます。

期間　2月 12日（火）～ 3月下旬まで

会場　市農村環境改善センター

内容　おもてなしの心醸成、観光基礎知識、

接客コミュニケーション能力向上、観光資

源発掘などの各セミナー

※日程や時間など詳細はお問い合わせください。

地域雇用創造推進事業
問い合わせ　市地域雇用創造推
進協議会事務局（甑葉プラザ内）
☎（52）3181・FAX（52）3532

セミナー

情報

休日診療所は
☎（55）2972

診 療 日　日曜日・祝日・休日

診療時間　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

会　　場　市保健センター

※保険証、ふだん服用しているお薬をお持

ちください。

　　　　　　　  本場の味

餃
ギョーザ

子づくり教室
参加者募集

　中国で生活経験のある市内在住の講師が、餃

子の皮づくりから指導します。本場の餃子をご

家庭で再現してみませんか。日中友好協会会員

は無料です。

日時　2月 16日（土）　午前 10時～

会場　甑葉プラザ  2 階  調理実習室

講師　小川玉子さん（西郷）

参加費　500 円（材料代）

申込期限　2月 12日（火）　先着 15名

（申込みは平日の午前 9時から午後 5時）

申込み・問い合わせ　

市日中友好協会事務局（山形新聞村山支社内）  

☎（55）2532

2月の
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ご意見をお寄せください　　

　次の案件について、みなさんのご意見を募集しま

す。案件の詳細は市情報公開室（市総務課内）、関係課、

各地区市民センターまたは市ホームページでご覧にな

れます。

介護予防講演会

認知症について
～理解と対応～

　認知症は誰にでもおこる脳の病気

です。認知症になってもならなくて

も、家庭や地域で安心して自分らし

い生活が実現できるように講演会を

通して考えてみませんか。どなたで

も参加できます。参加費無料。

日時　2月 9日（土）  

　　　午後 1時 30分～ 3時

会場　甑葉プラザ １階 甑葉ホール

講師　小規模多機能型居宅介護事業所

　　　フラワーみつえ（山形市）

　　　管理者　高橋明美氏

申込期限　2月 6日（水）

申込み・問い合わせ

市福祉事務所地域福祉係  ☎内線148

宮城東部ブロック
災害廃棄物受け入れについて
　市では、東日本大震災で発生した宮城東部ブ

ロック（塩竈市、多賀城市、七ヶ浜町）の災害

廃棄物を 2月 8日から今年 12月まで受け入れ

ることとしました。昨年から宮城県と塩竈市よ

り協力要請があり、廃棄物の安全が確認できた

ため、被災地の復興を支援するものです。受け

入れる廃棄物は、塩竈市から瓦・陶磁器類、石

こうボード、宮城東部ブロック二次仮置き場か

らの不燃物（選別残さ）で、総量は 22,000 ト

ン以内の予定です。廃棄物は富並の最終処分場

㈱アシストで埋め立処理します。市では 12月

に地元アシスト協議会による現地視察で安全を

確認し、施設周辺の白鳥、深沢、長島地区住民

に対し経過と安全対策を説明してきました。

　受け入れの際は、住民の安全と安心を確保す

るため、国および県が定める処理基準や、アシ

ストとの環境保全協定などに基づき十分に指

導・監視をおこないますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　市環境課環境係  ☎内線 244

案　 件 村山市地域防災計画（修正案）

募集期限 2 月 12 日（火）

意　 見

提 出 先

市総務課情報危機管理係

ファックス （55）6443

郵便　〒 995-8666　村山市中央 1-3-6

電子メール

soumu@city.murayama.lg.jp

※電話による意見提出はできません。

案　 件 村山市環境基本計画（見直し案）

募集期限 2 月 15 日（金）

意　 見

提 出 先

市環境課環境係

ファックス （55）6201

郵便　〒 995-8666　村山市中央 1-3-6

電子メール

kankyou@city.murayama.lg.jp

※電話による意見提出はできません。

◎いずれの測定地点でも人体に影響
がない数値で、心配ありません
■県モニタリング計画による測定
　県と市が連携し、市内４か所で毎月測定

しています。1月は 9日に実施し、測定結

果は 0.02 ～ 0.05μSv／ｈでした。

■廃棄物搬入施設周辺の測定
　災害廃棄物搬入施設周辺で、市が月2回、

6か所の空間放射線量を測定しています。

　1月は 9日と 22 日に実施し、測定結果

は 0.02 ～ 0.05μSv／ｈでした。

問い合わせ　市環境課環境係  ☎内線 245

　上水道は毎週月曜日に、4つの簡易水道

は 3か月に１回の検査をおこなっていま

す。いずれも放射性物質は検出されません

でした。

問い合わせ　市水道課工務係  ☎内線 183

村山市の空間放射線量測定結果

水道水の放射性物質検査結果
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◆
各
種
健
診
調
査
票
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
に
市
が
実
施
す
る
各
種

健
診
の
受
診
意
向
を
確
認
す
る
調
査
票

を
、
2
月
15
日
号
の
市
報
と
一
緒
に
各

世
帯
へ
配
付
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
し

な
く
て
も
お
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
方

は
、
調
査
票
の
記
入
・
回
収
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
フ
ン
の
後
始
末
は
し
っ
か
り
と

　

道
路
や
公
園
な
ど
飼
い
主
の
敷
地
外

で
フ
ン
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
後

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。
雪
で
隠
れ
て

し
ま
っ
て
も
放
置
せ
ず
、
飼
い
主
の
責

任
で
必
ず
持
ち
帰
る
な
ど
し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

　

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

北
方
領
土
に
関
す
る
入
選
標
語

「
知
る
事
」
が  

四
島
返
還
の  

第
一
歩

■
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

期
間　

2
月
1
日
（金）
〜
8
日
（金）

会
場　

県
庁
ロ
ビ
ー
（
山
形
市
）

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
個
人
名
編
が
悪
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
の

掲
載
削
除
手
続
き
は
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
な

お
、
掲
載
さ
れ
な
く
と
も
１
０
４
番
号

案
内
で
電
話
番
号
を
案
内
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
込
電
話

☎
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
期
限　

2
月
15
日
（金）

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
「
高
齢
者
等
の

雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
事
業
主
の
方
に
は
次
の

い
ず
れ
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

②
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続
し
て

雇
用
す
る
制
度
の
導
入

③
定
年
制
度
の
廃
止

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。自
動
車
の
継
続
検
査
や
名
義
変
更
・

抹
消
等
の
登
録
手
続
き
は
、
お
早
め
に

ど
う
ぞ
。
な
お
、
手
続
き
に
必
要
な
書

類
は
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
り
出
せ
ま
す
。

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

２
月
14
日
（木）

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

確
定
申
告
や
消
費
税
等
に
つ
い
て
、

税
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

２
月
９
日
（土）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

市役所は

TEL(55)2111

FAX(55)6443

information

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

◯
市
保
健
課
保
健
係

問

☎
内
線
132

保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◯
市
企
画
財
政
課
企
画
係

問

☎
内
線
228

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

問 電
話
帳
か
ら
の
電
話
番
号
の
削
除
は

被
害
防
止
対
策
に
な
り
ま
す

電
話
帳
か
ら
の
電
話
番
号
の
削
除
は

被
害
防
止
対
策
に
な
り
ま
す

◯
村
山
警
察
署

☎
(52)
０
１
１
０

◯
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ら
や
ま

問

☎
(55)
8
6
0
9

改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行

改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行

◯
山
形
運
輸
支
局
（
手
続
き
案
内
）

問

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
３

車
検
・
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

車
検
・
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

◯
市
民
課
市
民
係

問

☎
内
線
112

市
民
行
政
相
談

市
民
行
政
相
談

◯
東
北
税
理
士
会
村
山
支
部
（
高
橋
）

問

☎
(23)
３
６
８
８

無
料
税
務
相
談

無
料
税
務
相
談

ご宴会は

歓送迎会
お花見
会席コース
飲み放題プラン

ぜひ　　　　　　
　で！

樽見

KUMONは学力に応じて個別に学習を進めてい
くので、学年をさかのぼっておさらいもできます。

2/15～2/28

広
告

広
告
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法
務
局
職
員
や
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
不

要
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
17
日
（日）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

山
形
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
登
記
、
多

重
債
務
、
成
年
後
見
、
土
地
境
界
な
ど

◎
市
民
講
座
も
同
時
開
催
し
ま
す

　

遺
言
制
度
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
17
日
（日）  

午
後
１
時
〜
３
時

　
■
楯
岡
中
町
住
宅
２
号

募
集
戸
数　

1
階
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
９
、５
０
０
円
〜
２
９
、

１
０
０
円
（
収
入
等
に
応
じ
て
算
定
）

■
楯
岡
新
馬
場
団
地
１
号

募
集
戸
数　

３
階
１
戸
（
2
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
９
、３
０
０
円
〜
２
８
、

８
０
０
円
（
収
入
等
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額
（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
１
人

に
つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で
除
し

た
月
額
）
が
15
万
８
千
円
（
高
齢
者
、

身
障
者
世
帯
は
21
万
４
千
円
）
以
下
で

あ
る
こ
と

申
込
方
法　

２
月
12
日
（火）
ま
で
の
平
日

に
市
建
設
課
（
市
役
所
２
階
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
楯
岡
笛
田
）

募
集
戸
数　

１
階
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

所
得
が
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

２
月
１
日
（金）
〜
７
日
（木）
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
４
日
は
休
館
）

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
50
円

切
手
２
枚

　

身
分
は
非
常
勤
の
特
別
国
家
公
務
員

で
す
。
訓
練
開
始
は
７
月
以
降
で
す
。

資
格　

一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳
未
満
、

技
能
＝
18
歳
以
上
55
歳
未
満
で
指
定
す

る
国
家
資
格
を
有
す
る
方

試
験
日　

４
月
中
旬
予
定

受
付
期
限　

４
月
３
日
（水）

　

３
月
１
日
か
ら
年
間
を
と
お
し
て
、

無
償
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

診
療
申
込
書
の
代
筆
援
助
、

受
付
機
の
操
作
案
内
、
車
い
す
患
者
の

方
へ
の
援
助
、
誘
導
案
内
な
ど

活
動
時
間　

診
療
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
の
間
で
活
動
で
き
る
時
間

申
込
期
限　

２
月
20
日
（水）

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
命
や
医
療
、
看

護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

５
月
12
日
（日）
〜
18
日
（土）
の
う
ち

各
施
設
で
設
定
し
た
日

体
験
施
設　

県
内
の
病
院
、
診
療
所
、
福

祉
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

申
込
期
間　

２
月
12
日
（火）
〜
22
日
（金）

　

県
内
に
避
難
し
、
子
育
て
中
の
女
性

を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
参
加
費
無

料
で
す
。

期
日　

２
月
23
日
（土）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

市役所は☎（55）2111

◯
山
形
地
方
法
務
局
総
務
課

問

☎
０
２
３（
６
２
５
）１
３
４
３

法
務
局
休
日
相
談
所

法
務
局
休
日
相
談
所

◯
市
建
設
課
管
理
係

問

☎
内
線
231

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◯
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

問

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

◯
東
根
地
域
事
務
所

問

☎
(43)
7
1
9
8

予
備
自
衛
官
補
募
集

予
備
自
衛
官
補
募
集

◯
河
北
病
院
地
域
医
療
室

問

☎
(71)
1
5
0
5

河
北
病
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

河
北
病
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◯
（社）
山
形
県
看
護
協
会

問

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

◯
県
地
域
保
健
予
防
課

問

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
２
０
３

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
座

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
座

募
集
・
講
座

募
集
・
講
座

生徒募集中！ 無料体験教室実施中

ヤ マ ハ 英 語 教 室
ヤマハ大人の音楽教室

ヤ マ ハ 音 楽 教 室
ヤ マ ハ 英 語 教 室
ヤマハ大人の音楽教室

（満1才～成人）

（満1才～成人）

（中学生～：東根店にて）

（株）菅野時計店  楽器部　☎55-6111　村山市楯岡五日町
東根支店・管楽器工房  Brass　☎53-0241　東根市さくらんぼ駅前

広
告
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information

会
場　

山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
３（
６
２
２
）０
１
９
１

電
子
メ
ー
ル　

y
m
u
ray
am
ach
iik
i@

p
ref.y

a
m
a
g
a
ta
.jp

申
込
期
限　

２
月
８
日
（金）

　　

原
木
ナ
メ
コ
栽
培
の
基
礎
知
識
や
山

菜
・
き
の
こ
栽
培
の
実
践
事
例
等
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
13
日
（水）　

午
後
１
時
〜

会
場　

村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎
講
堂

申
込
期
限　

３
月
８
日
（金）

対
象　

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方

期
日　

２
月
20
日
（水）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）

　

松
本
人
志
の
兄
で
社
会
貢
献
的
エ
ン

タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
松
本
隆
博
氏
を
講
師
に

「
働
く
と
は
？
生
き
る
と
は
？
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
23
日
（土）　

午
後
２
時
開
演

会
場　

遊
学
館
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で
応
募

往
信
裏
面
＝
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

申
込
人
数
（
最
大
４
名
）・
年
代
、
託

児
の
有
無　

返
信
表
面
＝
申
込
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
（
１
人

１
通
ま
で
）

応
募
先　

〒9
9
0
-0
0
4
1

山
形
市
緑
町

１
丁
目
２

－

36
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
遊
学
21
世
紀
講
演
会
」
係

申
込
期
限　

２
月
６
日
（水）

期
日　

２
月
11
日（
月
・
祝
日
）

時
間　

午
前
９
時
20
分
〜

会
場　

北
村
山
生
協
こ
ぱ
る
（
中
央
）

内
容　

戦
争
体
験
者
の
講
演
な
ど

参
加
費　

５
０
０
円

訓
練
内
容
・
期
日

通
常
訓
練
＝
１
日
（金）　

ヘ
リ
離
着
陸
訓

練
＝
１
日
（金）
、
４
日
（月）
〜
８
日
（金）
、
11

日（
月
・
祝
）〜
15
日
（金）
、
18
日
（月）
〜
22

日
（金）
、
25
日
（月）
〜
28
日
（木）　

練
成
訓

練
（
空
砲
使
用
）
＝
11
日（
月
・
祝
）〜

15
日
（金）
、
18
日
（月）
〜
22
日
（金）
、
冬
季
検

閲
（
空
砲
使
用
）
＝
４
日
（月）
〜
８
日
（金）
、

25
日
（月）
〜
28
日
（木）

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

・
創
琢
書
道
会
の
齋
藤
湖
舟
会
長
（
楯

岡
）
が
第
７
回
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
書

の
色
紙
展
の
売
上
金
１
３
８
、
０
５
０

円
を
寄
附
し
ま
し
た
。
色
紙
展
は
市
役

所
市
民
ホ
ー
ル

で
12
月
10
日
か

ら
14
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
格
言

や
干え

支と

に
ち
な

ん
だ
作
品
な
ど

が
展
示
・
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

・
ス
ー
パ
ー
お

ー
ば
ん
村
山
店

（
柳
橋
久
子
店

長
）
が
地
域
貢

献
活
動
と
し
て

開
催
し
た
寒
だ

ら
ま
つ
り
の
売
上
金
５
６
、
１
４
４
円

を
寄
附
し
ま
し
た
。
地
域
の
福
祉
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
平
成
10
年
か
ら
毎
年

継
続
し
て
寄
附
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
り
も
の

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
★

・

・

・

・

・・

・
・

★

★

・

・

・

・

・・

・
・

◯
県
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

問

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
１
６
９

村
山
地
域
原
木
ナ
メ
コ
栽
培
研
修
会

村
山
地
域
原
木
ナ
メ
コ
栽
培
研
修
会

◯
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ら
や
ま

問

☎
(55)
８
６
０
９

就
職
面
接
会
i n
や
ま
が
た

就
職
面
接
会
i n
や
ま
が
た

◯
北
村
山
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

問

☎
(55)
６
４
４
６

北
村
山
平
和
の
つ
ど
い

北
村
山
平
和
の
つ
ど
い

問 陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
２
月
分
）

陸
上
自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
２
月
分
）

◯
神
町
駐
屯
地

☎
(48)
１
１
５
１

◯
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問

☎
０
２
３（
６
２
５
）６
４
１
１

遊
学
21
世
紀
無
料
講
演
会

遊
学
21
世
紀
無
料
講
演
会

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

　写真が必要な場合は貸出しできます。提出いただいた図案の中から 1

点をポスターに採用します。学生の方も大歓迎です。

申込要件　・むらやま徳内まつりに興味のある方

　　　　　・デザイニング等を職業としていない方

申込期限　2月 28日（木）

申込み・問い合わせ　市商工文化観光課観光交流係  ☎内線 155

写真が必

ポスターデザイナー
募集むらやま徳内ま

つり
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市
民
の
友

村山市の人口（1月1日現在）26,796人  男12,929人  女13,867人  世帯数8,226戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

　会場に向かう道路には、たくさんのろうそ

くを灯した雪灯籠街道がみなさんを迎えま

す。会場内は幻想的な雰囲気の中で伝統行事

の雪中田植えや大おさいとうがおこなわれま

す。地元食材を使った料理やお土産品の出店、

スノーモービルの無料試乗もあります。

日時　2月 23日（土）  午後 3時開場

会場　山の内自然体験交流施設「やまばと」

内容

・スノーモービル・バナナボード無料体験

・雪中田植え・大おさいとう

・出店（かいもち・山菜うどん・煮込み・

　こんにゃく・お土産品など）

問い合わせ

大高根地区市民センター  ☎（57）2001

第24回

山の内雪まつり

らくらく♪ジャンボタクシーで行く

山の内雪まつりツアー参加者募集
　ＪＲ村山駅西口から会場まで送迎します。

※ 23日午後 4時 30分出発

申込期限　2月 15日（金）　　定員　16名

参加費　1,000 円（保険料・軽食代含む）

申込み・問い合わせ　市観光物産協会  ☎内線 156

隼の瀬ライトアップ
　「山の内雪まつり」にあわせ、雪景色の「隼

の瀬」をライトアップします。幻想的な景色

をお楽しみください。

日時　2月 23日（土）  午後 5時～ 8時

会場　隼の瀬眺望公園（富並・小滝地区）

問い合わせ　隼の瀬ライトアップ実行委員会

（矢作）  ☎（57）2412
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